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1　 は じめに

　現行 の 高等学校化学の 教科書 に は ， 「金 属イ

オン の 分離」や 「溶解度積」等で硫化水素の 使

用 が記載 されて い る 。 しか し ， 硫化水素は極め

て有毒な気体で あ り，多量 に用い るこ とが懸念

され るた め，実際には学校現場で の 硫化水素の

使用は難 しい 。また ，実験室 の ドラ フ ト等の 排

気 設備 は ， 生徒全員で 利用す るよ うに設計 され

て はお らず ， 授業展開に 大 きな制限 が ある。本

研 究で は ，
これ まで 行 っ て きた 二 酸化窒素 を用

い た化学平衡 の 移動実 ．va　1 ） を基 に，使用す る

硫化水素の 量 を最小 限に とどめ，ドラフ ト等 の

排気設備 を使用せ ず実験机 上で 生徒全員が 実

施で きる こ とを 目的 と して ，マ イク ロ ス ケ
ー

ル

実験
2 ）

に よる教材開発 を行 っ た。

2　本教材に つ いて

【硫化水素を用 い た化学平衡 の 移動実験 】

　銅や亜 鉛 の 硫化水素 に よ る 硫化物 の 沈殿量

の 違い を，硫化物イ オ ン の濃度，液性に よ る水

素イオ ン濃度の 違 い
， 及 び硫化水素の 電離平衡

か ら考察 し，ル シ ャ トリエ の 原 理 を確認す るこ

とをね らい と した 。

（1 ）硫化水素の 発生

　図 1 の 様 に ミニ 試験管，

10mL プ ラ ス チ ソ ク製集

気用 シ リン ジ
，

二 方活栓

コ
ッ ク，硫化水 素回収用

シ リン ジ （ヤ シ殻活性炭

入 り）を接続 し ， 硫化水

素 を発生 させ た 。 発 生 さ

せ た硫化水 素を集気用 シ

リン ジで集め ，余分 な硫

化水素 は回収用 シ リン ジ　図 1　実験 器 具の 概観

で 吸着処 理 した
3 ）。集気 した硫化水 素を用 い

て ，化学平衡の 移動実験を行 っ た。

（2 ）金 属イ オ ン と硫化水素の 反応

　0．1M 硫酸銅 （H ）水溶液，　 O．1M 硫酸亜鉛

水溶液 ， 1M 硫 酸 ，
1M ア ン モ ニ ア水 を ， 点眼

ビ ン を用 い て 12 セ ル プ レ
ー

トに滴下 した 。

　試薬 の 入 っ たセ ル プ レ
ー

トと活 性炭約 20g

を敷 い た セ ル プ レ
ー

トの 蓋をチ ャ ッ ク付き ポ

リ袋 に入れ ，テ フ ロ ン チ ュ
ーブ を用 い て 図 2

の 様 に硫化水素を 注入 し ， 各金属イオ ン と反応

させ た
4 ）

。 注入 後 ，

約 10 分で 活性 炭に

よ る硫化水素の 吸着

が 完了 した の で，チ

ャ ッ ク付き ポ リ袋か

らセ ル プ レ ー トを取

り出 し， 黒 ・白地の 　 図 2 　硫化 水素の 注入

背景を用 い て各沈殿量を比較 した （図 3）。 液

性 に よる硫化物沈殿量の 違い が 明確に表れ た。
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　 　 　　 　 　 図 3　 各硫化物沈 殿

3　 まとめ ・今後の 課題

　ヤ シ 殻活性炭 の 吸着能 力 を活 用す る こ とで ，

全て の 操作 に関 して ドラ フ トを使用せ ず に行

うこ とが で きた 。 今後は ， ドラ フ トを使用 し な

い 授 業展開の利点 に着 目して ，学校現場で の 授

業実践を行 っ て い きた い
。
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